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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
、
政
府
・
自
治
体
の
経
済

対
策
や
税
収
落
ち
込
み
に
よ
り
今

後
は
財
政
難
が
予
想
さ
れ
る
が
、

緊
縮
財
政
↓
公
共
事
業
削
減
と
い

う
「
い
つ
か
来
た
道
」
を
繰
り
返

す
な
と
、
杞
憂
だ
と
の
批
判
を
覚

悟
で
書
い
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

理
事
長
の
北
岡
伸
一
氏
が
4
月
12

日
付
読
売
新
聞
に
寄
せ
た
一
文
の

紹
介
を
続
け
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
始
ま
り
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
必
要
性
に
至
る
不
思
議
な

文
章
だ
か
ら
だ
。

北
岡
氏
は
、
感
染
拡
大
で
後
藤

新
平
が
改
め
て
注
目
を
集
め
た
と

書
き
出
し
て
い
る
。
後
藤
は
日
清

戦
争
後
、
日
本
に
帰
還
す
る
兵
士

の
検
疫
業
務
に
携
わ
っ
た
。
土
木

の
世
界
で
は
、
後
藤
は
関
東
大
震

災
後
の
帝
都
復
興
の
文
脈
で
語
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
元
は
医
師

で
内
務
省
衛
生
局
に
勤
め
て
お

り
、
検
疫
で
成
功
を
収
め
た
。

た
だ
、
後
藤
は
後
年
、
不
遇
の

面
も
あ
っ
た
。
東
京
市
長
時
代
は

都
市
改
造
計
画
が
巨
大
す
ぎ
る
と

し
て
批
判
さ
れ
、
辞
職
に
追
い
込

ま
れ
た
。
先
に
触
れ
た
関
東
大
震

災
後
の
帝
都
復
興
計
画
も
壮
大
過

ぎ
て
議
会
の
支
持
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
北
岡
氏
は
こ
う
し
た
経
緯

を
述
べ
、
昭
和
天
皇
が
「
後
藤
の

計
画
が
実
現
し
て
い
た
ら
、
戦
争

の
被
害
は
も
っ
と
小
さ
か
っ
た
だ

ろ
う
」
と
回
顧
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
て
い
る
。

後
藤
の
よ
う
に
、
周
囲
か
ら
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
あ
っ
て

も
、「
多
く
の
人
々
の
役
に
立
つ

ビ
ジ
ョ
ン
の
あ
る
政
策
を
実
現
す

る
の
が
政
治
の
責
任
」
だ
と
、
北

岡
氏
は
強
調
す
る
。
そ
こ
で
具
体

的
に
言
及
し
た
の
が
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
重
要
性
だ
っ
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
備
え
の
欠
如
を
見
る
に
つ

け
、
不
安
で
な
ら
な
い
」
と
、
北

岡
氏
は
書
く
。
特
に
不
安
な
の

は
、「
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る

大
規
模
な
自
然
災
害
」
だ
と
し

て
、
近
年
の
大
地
震
や
豪
雨
・
台

風
被
害
の
例
を
挙
げ
た
。
そ
し

て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
た
今
こ
そ
、
後
藤
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
の
あ
る
政
治
を
」
と

訴
え
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
求
め

た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経
済

対
策
で
、
経
団
連
が
政
府
に
行
っ

た
緊
急
提
言
も
注
目
さ
れ
る
。
防

災
・
減
災
の
観
点
か
ら
老
朽
化
し

た
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
前
倒
し

す
る
よ
う
、
雇
用
の
維
持
や
事
業

継
続
な
ど
即
効
性
と
実
効
性
の
あ

る
対
策
と
と
も
に
求
め
た
の
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

「
複
合
災
害
」
へ
の
懸
念
も
強
ま

っ
て
い
る
（
左
の
記
事
参
照
）。

（「『
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
』
を

読
む
）
シ
リ
ー
ズ
休
み
ま
し
た
）

「新型コロナとの複合災害に備えを」

防災学術連携帯が市民に緊急メッセージ 主主

張張

土
木
学
会
な
ど
防
災
減
災

・
災
害
復
興
に
か
か
わ
る
58

学
会
が
日
本
学
術
会
議
を
要

に
集
ま
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
防
災
学
術
連
携
体
」（
事

務
局
・
日
本
建
築
学
会
）
の

幹
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
宣
言
下

の
5
月
1
日
、「
市
民
へ
の

緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
『
感
染
症

と
自
然
災
害
の
複
合
災
害
に

備
え
て
下
さ
い
』」
を
発
表

し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ま
ず
、
感

染
拡
大
が
予
断
を
許
さ
な
い

中
、
近
年
は
毎
年
の
よ
う
に

起
き
て
い
る
自
然
災
害
が
発

生
し
た
場
合
は
複
合
災
害
に

襲
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、

強
い
懸
念
を
表
明
。
災
害
時

に
開
設
さ
れ
る
公
的
避
難
所

も
、
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
い

状
況
で
は
従
来
と
違
う
避
難

方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、
ス
ペ
ー
ス
拡

大
や
つ
い
た
て
の
設
置
、
消

毒
薬
の
配
置
な
ど
が
必
要
と

し
た
。

公
的
避
難
所
だ
け
で
な

く
、
近
く
の
親
戚
や
知
人
の

家
な
ど
も
自
主
避
難
所
と
し

て
お
願
い
し
て
お
こ
う
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。

「
市
民
へ
の
緊
急
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
は
そ
の
性
格
上
、
ソ

フ
ト
中
心
に
な
っ
た
が
、
防

災
学
術
連
携
体
の
米
田
雅
子

代
表
幹
事
（
日
本
学
術
会
議

会
員
、
慶
応
大
特
任
教
授
）

は
橋
梁
通
信
の
取
材
に
対

し
、「
災
害
対
策
は
ま
ず
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
ハ
ー
ド
が
あ

っ
て
、
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て

ソ
フ
ト
だ
。
ソ
フ
ト
だ
け
で

世
の
中
が
動
く
こ
と
は
な

い
」
と
語
っ
た
。

米
田
代
表
幹
事
に
よ
る

と
、
発
生
頻
度
の
高
い
災
害

に
は
ま
ず
ハ
ー
ド
整
備
で
対

応
す
る
。
そ
れ
以
上
の
災
害

に
な
る
と
、
例
え
ば
堤
防
も

む
や
み
に
高
く
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
避
難
な
ど

ソ
フ
ト
で
対
応
す
る
2
段
階

が
基
本
だ
と
い
う
。「
た
だ
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
分
け
て

考
え
る
の
で
は
な
く
、
両
方

と
も
大
事
」
と
も
語
っ
た
。

2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）

に
誕
生
し
た
小
泉
内
閣
が
財

政
再
建
を
掲
げ
て
歳
出
を
削

減
、
公
共
事
業
も
大
幅
に
減

っ
た
こ
と
で
、
建
設
業
界
は

と
り
わ
け
地
方
で
疲
弊
し

た
。米

田
代
表
幹
事
は
こ
れ
を

受
け
、
建
設
経
営
者
の
集
ま

り
「
建
設
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

倶
楽
部
」
を
06
年
（
平
成
18

年
）
に
創
設
。
複
業
化
に
よ

る
雇
用
の
創
出
、
老
朽
化
す

る
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
点
検
し

維
持
す
る
町
医
者
、
地
域
災

害
の
最
前
線
―
―
を
テ
ー
マ

に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

米
田
代
表
幹
事

�
災
害
対
策

ま
ず
は
ハ
ー
ド
か
ら
�

イ
ン
フ
ラ
整
備

今
こ
そ
声
高
に

続

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
考
え
る

米田代表幹事

（
本
文
記
事
１
面
）

東
京
都
建
設
局
・
第
五
建

設
事
務
所
は
、
夢
の
島
大
橋

（
注
）の
架
け
替
え
に
向
け
た

調
査
・
設
計
を
進
め
て
い
る
。

同
橋
は
、
江
東
区
新
砂
と

同
区
夢
の
島
を
結
ぶ
。
日
交

通
量
は
約
3
万
台
。
架
設
は

内
回
り
が
1
9
6
7
年
、
外

回
り
が
73
年
で
、
経
年
劣
化

が
進
ん
で
い
る
。

同
事
務
所
は
2
0
1
7
年

度
、
新
し
い
橋
の
形
式
を
、

橋
長
2
2
8
ｍ
、
橋
梁
部
幅

員
30
ｍ
の
鋼
3
径
間
連
続
鋼

床
版
箱
桁
橋
と
選
定
。
航
路

幅
は
、
現
況
の
36
ｍ
か
ら
1

0
0
ｍ
へ
大
幅
に
広
げ
る
こ

と
に
し
た
。

架
け
替
え
に
は
う
回
路
と

な
る
仮
橋
の
設
置
が
欠
か
せ

ず
、
用
地
の
調
整
が
必
要
。

同
事
務
所
は
、
関
係
機
関
や

住
民
と
の
協
議
を
重
ね
て
い

る
。今

年
度
は
、用
地
測
量（
6

月
発
注
）
と
地
質
調
査
（
7

月
発
注
）
を
予
定
す
る
。

注

主
要
地
方
道
第
3
0

6
号
王
子
千
住
夢
の
島
線
に

位
置
し
、
砂
町
運
河
を
ま
た

ぐ
。
内
回
り
は
橋
長
約
2
0

8
ｍ
の
鋼
単
純
鈑
桁
橋
＋
鋼

3
径
間
ゲ
ル
バ
ー
鈑
桁
橋

（
鋼
床
版
）
＋
鋼
単
純
鈑
桁

橋
、
外
回
り
は
約
1
7
1
ｍ

の
鋼
3
径
間
連
続
箱
桁
橋

（
Ｒ
Ｃ
床
版
）。
幅
員
は
内

外
と
も
14
・
55
ｍ
。

夢
の
島
大
橋

３月入札 落札金額上位（橋梁通信調査、単位千円、３面へ続く）

夢の島大橋

東
京
都
港
湾
局
・
東
京
港

建
設
事
務
所
は
、
南
海
橋
1

号
橋（
注
）の
更
新
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

同
橋
は
、
1
9
6
6
年
の

架
設
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経

過
、老
朽
化
が
著
し
い
う
え
、

現
行
の
耐
震
基
準
を
満
た
さ

な
い
こ
と
か
ら
、更
新
す
る
。

架
け
替
え
設
計
は
、
中
央
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
東
京

都
新
宿
区
、
甲
斐
琴
子
社

長
）
が
受
注
し
て
い
る
。

新
形
式
は
橋
長
1
6
1
・

9
ｍ
、
総
幅
員
12
ｍ
の
3
径

間
連
続
鋼
床
版
箱
桁
橋
。
下

部
工
は
逆
Ｔ
式
橋
台
、
張
出

し
式
橋
脚
、
基
礎
工
は
鋼
管

杭
Φ
1
0
0
0
。
現
在
は
仮

橋
を
設
置
、
交
通
を
切
り
回

し
済
み
で
、
既
設
橋
の
撤
去

と
仮
設
工
に
着
手
し
た
段
階

だ
。
引
き
続
き
実
施
の
下
部

工
工
事
は
、
既
に
契
約
。
都

財
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
、
今
年
6
月
に
上
部
工

工
事
が
公
表
さ
れ
る
予
定
。

仮
橋
設
置
・
う
回
路
建
設

工
事
、
既
設
橋
撤
去
工
な
ど

は
フ
ジ
タ（
東
京
都
渋
谷
区
、

奥
村
洋
治
社
長
）
が
6
億
8

1
5
0
万
円（
税
込
、当
初
）

で
受
注
し
、
約
2
年
前
に
着

手
。
こ
れ
ま
で
に
仮
橋
設

置
、
上
部
工
撤
去
を
終
え
、

運
河
内
の
橋
脚
な
ど
下
部
工

の
撤
去
工
事
を
実
施
中
だ
。

下
部
工
工
事
は
、
橋
台
2

基
、
橋
脚
2
基
の
建
設
な

ど
。
ア
イ
サ
ワ
工
業
（
東
京

都
港
区
、
逢
澤
寛
人
社
長
）

が
、4
億
4
6
6
0
万
円（
税

込
、
当
初
）
で
受
注
し
た
。

注

主
要
地
方
道
第
3
1

6
号
日
本
橋
芝
浦
大
森
線
に

位
置
す
る
。
平
和
島
と
昭
和

島
を
つ
な
ぎ
、
ガ
ス
ミ
オ
運

河
を
ま
た
ぐ
。
既
設
橋
は
橋

長
1
8
2
・
2
ｍ
、
総
幅
員

13
・
55
ｍ
（
運
河
部
）
の
鋼

単
純
合
成
鈑
桁
橋
7
連
、
下

部
工
が
逆
Ｔ
式
橋
台
、張
出

し
式
橋
脚
そ
の
他
、
基
礎
工

が
場
所
打
ち
杭
Φ
1
0
0

0
、
鋼
管
杭
Φ
5
0
0
。
同

1
、
2
号
橋
（
1
9
9
1
年

架
設
）
の
間
に
首
都
高
速
道

路
1
号
羽
田
線
が
通
る
。

南
海
橋
１
号
橋
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